
ボウラーでもある父親に連れ
られて、幼いころからボウリン
グは身近な存在だったが、マイ
ボールを作って本格的に始めた
のは中学生のとき。
「クラブ活動ではバスケット
ボールをやっていて、部活が終
わってからボウリング場に行っ
て練習をしたり、リーグを投げ
る毎日でした」
持ち前の運動神経もあって、
バスケットボールでもスターテ
ィングメンバーで活躍したが、
高校ではきっぱりとボウリング
1本にしぼり込んだ。
「ボウリングの方が面白かっ

の旗手として2強に挑んで
きた。
「お二人は目標であり、越
えたい壁ですね。でもま
だまだ足りない部分が多
い。今年はひそかにポイ
ントランキングトップを
狙っていましたが…、でも
ＳＳＳカップでアベレー
ジではトップに立てたの
で、1冠を取れるようにあ
と2試合頑張ります」
成績が出るとともに、自
分のことだけを考えてい
ればよかった立場から、立
ち位置も大きく変わって
きた。「やっぱり見られ
ていると思うので、常に
堂々としていられるようにとは
心がけています」
またあらゆるスポーツが国際
化する時代にあって、国内だけ
でなく、海外にも目を向けるよ
うになってきた。
「3年前に板倉奈智美プロ、内
藤真裕実プロと一緒にアメリカ
に行って、ＰＷＢＡのトーナメ
ント2試合に出場しました。そ
のときは手も足も出ない感じで、
自信をなくして帰ってきました
（苦笑）。でも私が挑戦するこ
とで、後輩プロへの道が作れれ
ばいいなという気持ちもある
ので、これからも挑戦を続けた
いと思います。本当は今年も行
きたかったけど、まずは素手で
しっかり投げられるようになる
ことが先決です」
来年1月には、寺下プロにと

っても大きな影響がありそうな、
リスタイの使用禁止というルー
ルの変更が待っている。
「中1の誕生日にプレゼント
でメカテクターをもらって以来、
ずっと頼ってきたので、素手に
なる来年が怖いです（苦笑）」
と、正直に不安を吐露するが、
一方でしっかりと前を見据えて
いる。

「なにより慣れが大事だと思
うので、1月は仕事を入れない
でひたすら投げ込みをするつも
りです。メカをつけていたから
勝てたといわれたくないし、外
しても結果を出します。素手に
することで、新しい発見もある
んじゃないかという、自分への
期待もあります」
（取材協力：東京ポートボウル）

たですね。妹もマイボールを作
ったけど、はまったのは私だけ
でした。だから昨日のＳＳＳカ
ップで、斉藤祐哉さんと琢哉さ
んの、兄弟での優勝決定戦がう
らやましかったです（笑）」
ＪＢＣに入会して、2年生の
ときに初めて出場した全日本高
校選手権で、初のパーフェクト
を達成、5位入賞を果たした。
また同じ年の国体にも出場し、
個人、団体ともに5位に入賞し
た。
「結果が出るようになって、
ますます真剣に取り組むように
なり、漠然とした夢だったプロ
の世界が、徐々に現実的な目標
となっていきました。高校を卒
業してすぐにプロテストを受け

たかったけど、受験
料などをためるため
に、センターでアル
バイトをしながら練
習を続け、1年後の
受験になりました」
経費もかかる北海

道からの受験という
ことで、1発合格を
誓っての挑戦だった
が、見事にトップ合
格を果たし、47期の
ライセンスを手にし
た。そしてそれから
わずか2カ月半後の
新人戦で、初タイト
ルを獲得する。
「ベテランたちが出
ていなくて、唯一チ
ャンスがありそうな
タイトルかなと思っ
ていましたが、まさ
か1年目で取れるとは
思っていませんでし
た」と振り返るが、2
年目はさらに勢いを
増して、優勝賞金
400万円のレギュラ
ートーナメント・ラウ
ンドワンカップで優

勝、ランキングも6位へと躍進
した。
「準決勝は12位で、ぎりぎり
ラウンドロビンに残りました。  　
ボールがすごく合っていたなと
いう印象があって、下からどん
どん上がっていった。こういう
こともあるんだなと勉強になり
ました」と、3位でTV決勝に
残り、姫路麗や阿部聖水（現・
堂元美佐）を下しての堂々の優
勝だった。
「緊張はしていたけど、当時
はまだタイトルが欲しいという
欲があまりなかったせいか、思
ったよりも落ち着いて投げられ
ました。賞金でプラダのバッグ
を買いました（笑）」
翌年は優勝こそなかったもの

の、ほとんどの試合で決勝（ラ
ウンドロビン等）に進出し、ラ
ンキングも3位につけた。
「安定はしていたけど、ラウ
ンドロビンに残ってもそこまで
で、優勝争いには加われなかっ
た。自分に何が足りないんだろ
うと悩んだ年でもありました。
だから翌年のＭＫチャリティカ
ップの優勝はうれしくて、今ま
ででいちばん大泣きしました」

▲素手になる2020年は、どんなボウリングを
　見せてくれるだろうか

▲2017年のMKチャリティ優勝で号泣。「レギュラー
　で2勝して本物といわれていたので、最も印象に
　残るタイトル」

Close-up Interview（12 月号　表紙の顔）

寺下 智香
C H I K A   T E R A S H I T A 　  

「デビューからの 6年間は
順調すぎるくらいにこられた」
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　今月の表紙に登場いただいたのは、新世代の旗手から真の主役へ
と、成長を続ける寺下智香プロ。今年誕生した“ＪＰＢＡ☆ＳＳＳ
カップ”の翌日に取材をお願いしていたが、そのＳＳＳカップを予
選からぶっちぎりの完勝で6勝目を挙げ、自ら花を添えてくれた。

●12月15日
　埼玉・南平グランドボウル

●12月17日
　ラウンドワンLIVEチャレンジ
　北海道・札幌すすきの店（配信店舗）

寺下プロと一緒に投げよう！
近日開催のチャレンジマッチ

「部活のバスケットよりも
ボウリングにはまりました」

「リスタイが禁止の来季は
不安だけど楽しみも…」

今年の2勝を加え、デビュー
から6年目で通算タイトルも6
個となった。
「プロ入り前は勝手にいろん
な夢を描いていましたが、実際
に入ってみて厳しい世界だなと
分かりました。そのなかでは、
すごく順調にこられたなと思い
ます。なにより男手ひとつで妹
と二人を育ててもらったお父さ
んが、私の活躍を喜んでくれて
いる顔を見ると、本当に頑張っ
てきてよかったなと思います」
近年の女子プロボウリングは、

姫路麗・松永裕美ＶＳ若手とい
う構図になっている。その若手
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